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(57)【要約】
【課題】待機電力を低減することができる空気調和シス
テム及び制御方法を提供する。
【解決手段】空気調和システムは、室内機３０と、前記
室内機３０と通信可能に接続されるリモートコントロー
ラ２０と、を備え、前記リモートコントローラ２０は、
使用者の操作に基づいて、前記室内機３０の起動指示及
び停止指示を含む操作情報を前記室内機３０へ送信する
操作情報送信部２１１と、前記室内機３０の状態を示す
室内機状態を定期的に取得する室内機状態取得部２１２
と、前記操作情報と前記室内機状態とに基づいて、前記
室内機３０と前記リモートコントローラ２０とで構成さ
れる第一モジュール１０の動作状態を切り替える第一モ
ード切替部２１３と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内機と、
　前記室内機と通信可能に接続されるリモートコントローラと、
　を備え、
　前記リモートコントローラは、
　　使用者の操作に基づいて、前記室内機の起動指示及び停止指示を含む操作情報を前記
室内機へ送信する操作情報送信部と、
　　前記室内機の状態を示す室内機状態を定期的に取得する室内機状態取得部と、
　　前記操作情報と前記室内機状態とに基づいて、前記室内機と前記リモートコントロー
ラとで構成される第一モジュールの動作状態を切り替える第一モード切替部と、
　を有し、
　前記第一モード切替部は、
　　前記操作情報送信部が停止指示を含む操作情報を前記室内機に送信した場合、前記第
一モジュールの動作状態を前記室内機の停止処理を実行する停止準備モードに切り替え、
　　前記第一モジュールの動作状態が停止準備モードであり、且つ、前記室内機状態に基
づいて前記室内機が停止状態になったと判断した場合、前記第一モジュールの動作状態を
前記室内機と前記リモートコントローラとの間の通信を停止する待機モードに切り替える
、
　空気調和システム。
【請求項２】
　前記室内機状態取得部は、前記第一モジュールの動作状態が待機モードである場合、前
記室内機状態の取得を停止する、
　請求項１に記載の空気調和システム。
【請求項３】
　前記室内機と通信可能に接続される室外機を更に備え、
　前記室内機は、
　　前記操作情報を取得する操作情報取得部と、
　　前記室外機の状態を示す室外機状態を定期的に取得する室外機状態取得部と、
　　前記操作情報と前記室外機状態とに基づいて、前記室内機と前記室外機とで構成され
る第二モジュールの動作状態を切り替える第二モード切替部と、
　を有し、
　前記第二モード切替部は、
　　前記操作情報取得部が停止指示を含む操作情報を取得した場合、前記第二モジュール
の動作状態を前記室外機の停止処理を実行する停止準備モードに切り替え、
　　前記第二モジュールの動作状態が停止準備モードであり、且つ、前記室外機状態に基
づいて前記室外機が停止状態になったと判断した場合、前記第二モジュールの動作状態を
前記室内機と前記室外機との間の通信を停止する待機モードに切り替える、
　請求項１又は２に記載の空気調和システム。
【請求項４】
　前記室外機状態取得部は、前記第二モジュールの動作状態が待機モードである場合、前
記室外機状態の取得を停止する、
　請求項３に記載の空気調和システム。
【請求項５】
　室内機と、
　前記室内機と通信線を介して通信可能に接続される室外機と
　を備え、
　前記通信線には、室内機側スイッチと、室外機側スイッチとが直列に接続され、
　前記室内機は、
　　使用者の操作に基づいて入力された、前記室内機の起動指示及び停止指示を含む操作
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情報を取得する操作情報取得部と、
　　前記室外機の状態を示す室外機状態を定期的に取得する室外機状態取得部と、
　　前記操作情報と前記室外機状態とに基づいて、前記室内機側スイッチ及び前記室外機
側スイッチの導通状態を切り替える第二モード切替部と、
　を有し、
　前記第二モード切替部は、前記操作情報取得部が停止指示を含む操作情報を取得した場
合、且つ、前記室外機状態に基づいて前記室外機が停止状態になったと判断した場合、前
記室外機側スイッチの導通状態を維持するとともに、前記室内機側スイッチを非導通状態
に切り替える、
　空気調和システム。
【請求項６】
　室内機と、前記室内機と通信可能に接続されるリモートコントローラと、を備える空気
調和システムの制御方法であって、
　使用者の操作に基づいて、前記室内機の起動指示及び停止指示を含む操作情報を前記室
内機へ送信する操作情報送信ステップと、
　前記室内機の状態を示す室内機状態を定期的に取得する室内機状態取得ステップと、
　前記操作情報と前記室内機状態とに基づいて、前記室内機と前記リモートコントローラ
とで構成される第一モジュールの動作状態を切り替える第一モード切替ステップと、
　を有し、
　前記第一モード切替ステップでは、
　　前記操作情報送信ステップにおいて停止指示を含む操作情報を前記室内機に送信した
場合、前記第一モジュールの動作状態を前記室内機の停止処理を実行する停止準備モード
に切り替え、
　　前記第一モジュールの動作状態が停止準備モードであり、且つ、前記室内機状態に基
づいて前記室内機が停止状態になった判断した場合、前記第一モジュールの動作状態を前
記室内機と前記リモートコントローラとの間の通信を停止する待機モードに切り替える、
　制御方法。
【請求項７】
室内機⇔室外機（制御方法）
　前記空気調和システムは、前記室内機と通信可能に接続される室外機と、を更に備え、
　前記操作情報を取得する操作情報取得ステップと、
　前記室外機の状態を示す室外機状態を定期的に取得する室外機状態取得ステップと、
　前記操作情報と前記室外機状態とに基づいて、前記室内機と前記室外機とで構成される
第二モジュールの動作状態を切り替える第二モード切替ステップと、
　を更に有し、
　前記第二モード切替ステップでは、
　　前記操作情報取得ステップにおいて停止指示を含む操作情報を取得した場合、前記第
二モジュールの動作状態を前記室外機の停止処理を実行する停止準備モードに切り替え、
　　前記第二モジュールの動作状態が停止準備モードであり、且つ、前記室外機状態に基
づいて前記室外機が停止状態になったと判断した場合、前記第二モジュールの動作状態を
前記室内機と前記室外機との間の通信を停止する待機モードに切り替える、
　請求項６に記載の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和システム及び制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和システムでは、使用者の操作を受け付けて室内機及び室外機の動作を制
御する信号を送受信するため、また、室内機及び室外機の状態を監視するために、システ
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ム停止中であってもこれらの機器間は常時通信可能な状態に維持されており、待機電力を
増加させる一因となっている。
　このような待機電力を低減するため、例えば特許文献１では、空気調和システムが停止
中の場合は室内機と室外機との通信を禁止することにより、通信に必要な電力を減少させ
る空気調和システムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－９７４８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の空気調和システムでは、使用者はリモートコントローラを介して
空気調和システムの起動及び停止等の操作を行うことが一般的である。室内機とリモート
コントローラとは、空気調和システムが停止中であっても、制御情報の受け付け及びリモ
ートコントローラへの状態表示等を行うために、常時通信可能な状態に維持されている。
このため、更なる待機電力の低減が求められている。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものあって、待機電力を低減することがで
きる空気調和システム及び制御方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明は以下の手段を採用している。
　本発明の第一の態様によれば、空気調和システムは、室内機と、前記室内機と通信可能
に接続されるリモートコントローラと、を備える。
　前記リモートコントローラは、使用者の操作に基づいて、前記室内機の起動指示及び停
止指示を含む操作情報を前記室内機へ送信する操作情報送信部と、前記室内機の状態を示
す室内機状態を定期的に取得する室内機状態取得部と、前記操作情報と前記室内機状態と
に基づいて、前記室内機と前記リモートコントローラとで構成される第一モジュールの動
作状態を切り替える第一モード切替部と、を有する。
　前記第一モード切替部は、前記操作情報送信部が停止指示を含む操作情報を前記室内機
に送信した場合、前記第一モジュールの動作状態を前記室内機の停止処理を実行する停止
準備モードに切り替え、前記第一モジュールの動作状態が停止準備モードであり、且つ、
前記室内機状態に基づいて前記室内機が停止状態になったと判断した場合、前記第一モジ
ュールの動作状態を前記室内機と前記リモートコントローラとの間の通信を停止する待機
モードに切り替える。
　従来の空気調和システムでは、停止操作を受けて空気調和システムが停止状態となって
いる間も、室内機状態の監視を行うため、また、常に操作情報を送受信できるようにする
ため、リモートコントローラと室内機とを通信可能な状態に維持するための電力（待機電
力）が消費されていた。
　しかしながら、上述の態様に係る空気調和システムでは、リモートコントローラの第一
モード切替部は、使用者の停止操作を受けて室内機が停止状態となった場合は、リモート
コントローラと室内機との間の通信を停止させる。このようにすることで、「待機モード
」中はリモートコントローラと室内機とを通信可能な状態に維持するための電力を低減さ
せることができる。これにより、空気調和システム１００の待機電力を低減させることが
可能となる。
【０００７】
　本発明の第二の態様によれば、上述の第一の態様に係る空気調和システムにおいて、前
記室内機状態取得部は、前記第一モジュールの動作状態が待機モードである場合、前記室
内機状態の取得を停止する。
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　このようにすることで、室内機状態取得部は、第一モード切替部から新たな指示を受け
るまで、定期的に室内機状態の送信要求を行う処理を停止する。これにより、リモートコ
ントローラは、第一モジュールの動作状態が「待機モード」である間、室内機状態を取得
するための通信に必要な電力を低減させることができる。
【０００８】
　本発明の第三の態様によれば、上述の第一又は第二の態様に係る空気調和システムは、
前記室内機と通信可能に接続される室外機を更に備える。
　前記室内機は、前記操作情報を取得する操作情報取得部と、前記室外機の状態を示す室
外機状態を定期的に取得する室外機状態取得部と、前記操作情報と前記室外機状態とに基
づいて、前記室内機と前記室外機とで構成される第二モジュールの動作状態を切り替える
第二モード切替部と、を有する。
　前記第二モード切替部は、前記操作情報取得部が停止指示を含む操作情報を取得した場
合、前記第二モジュールの動作状態を前記室外機の停止処理を実行する停止準備モードに
切り替え、前記第二モジュールの動作状態が停止準備モードであり、且つ、前記室外機状
態に基づいて前記室外機が停止状態になったと判断した場合、前記第二モジュールの動作
状態を前記室内機と前記室外機との間の通信を停止する待機モードに切り替える。
　このようにすることで、空気調和システムは、第二モジュールの動作状態が「待機モー
ド」である場合は、室内機と室外機とを通信可能な状態に維持するための電力を更に低減
させることができる。
　また、上述の態様に係る空気調和システムは、第一モジュールの動作状態と第二モジュ
ールの動作状態とを並行して別々に切り替えるため、室内機及び室外機の一方が停止処理
を完了した後、他方が停止処理を継続する状態が長時間続く場合であっても、室内機が先
に停止処理を完了した場合は第一モジュールの動作状態のみを「待機モード」に切り替え
、室外機が先に停止処理を完了した場合は第二モジュールの動作状態のみを「待機モード
」に切り替えることができる。
　このため、室内機及び室外機の両方の停止処理が完了することを待つことなく、「待機
モード」に切り替えられたモジュールの電力を先行して低減させることができる。これに
より、空気調和システム全体の待機電力を低減させることが可能である。
【０００９】
　本発明の第四の態様によれば、上述の第三の態様に係る空気調和システムにおいて、前
記室外機状態取得部は、前記第二モジュールの動作状態が待機モードである場合、前記室
外機状態の取得を停止する。
　これにより、室内機は、第二モジュールの動作状態が「待機モード」である間、室外機
状態を取得するための通信に必要な電力を低減させることができる。
【００１０】
　本発明の第五の態様によれば、空気調和システムは、室内機と、前記室内機と通信線を
介して通信可能に接続される室外機とを備える。
　前記通信線には、室内機側スイッチと、室外機側スイッチとが直列に接続される。
　前記室内機は、使用者の操作に基づいて入力された、前記室内機の起動指示及び停止指
示を含む操作情報を取得する操作情報取得部と、前記室外機の状態を示す室外機状態を定
期的に取得する室外機状態取得部と、前記操作情報と前記室外機状態とに基づいて、前記
室内機側スイッチ及び前記室外機側スイッチの導通状態を切り替える第二モード切替部と
、を有する。
　前記第二モード切替部は、前記操作情報取得部が停止指示を含む操作情報を取得し、且
つ、前記室外機状態に基づいて前記室外機が停止状態であると判断した場合、前記室外機
側スイッチの導通状態を維持するとともに、前記室内機側スイッチを非導通状態に切り替
える。
　このようにすることで、第二モジュールの動作状態が「待機モード」である場合、室内
機と室外機とを接続する通信線が非導通状態となる。この結果、空気調和システムは、通
信線に電力が流れなくなる分、待機電力を低減させることができる。
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　また、第二モード切替部は、室内機側スイッチを導通状態又は非導通状態に切り替える
のみで、室内機及び室外機の通信の許可及び停止を容易に切り替えることが可能である。
【００１１】
　本発明の第六の態様によれば、室内機と、前記室内機と通信可能に接続されるリモート
コントローラと、を備える空気調和システムの制御方法は、使用者の操作に基づいて、前
記室内機の起動指示及び停止指示を含む操作情報を前記室内機へ送信する操作情報送信ス
テップと、前記室内機の状態を示す室内機状態を定期的に取得する室内機状態取得ステッ
プと、前記操作情報と前記室内機状態とに基づいて、前記室内機と前記リモートコントロ
ーラとで構成される第一モジュールの動作状態を切り替える第一モード切替ステップと、
を有しする。
　前記第一モード切替ステップでは、前記操作情報送信ステップにおいて停止指示を含む
操作情報を前記室内機に送信した場合、前記第一モジュールの動作状態を前記室内機の停
止処理を実行する停止準備モードに切り替え、前記第一モジュールの動作状態が停止準備
モードであり、且つ、前記室内機状態に基づいて前記室内機が停止状態になったと判断し
た場合、前記第一モジュールの動作状態を前記室内機と前記リモートコントローラとの間
の通信を停止する待機モードに切り替える。
【００１２】
　本発明の第七の態様によれば、上述の第六の態様に係る制御方法において、前記空気調
和システムは、前記室内機と通信可能に接続される室外機と、を更に備える。
　制御方法は、前記操作情報を取得する操作情報取得ステップと、前記室外機の状態を示
す室外機状態を定期的に取得する室外機状態取得ステップと、前記操作情報と前記室外機
状態とに基づいて、前記室内機と前記室外機とで構成される第二モジュールの動作状態を
切り替える第二モード切替ステップと、を更に有する。
　前記第二モード切替ステップでは、前記操作情報取得ステップにおいて停止指示を含む
操作情報を取得した場合、前記第二モジュールの動作状態を前記室外機の停止処理を実行
する停止準備モードに切り替え、前記第二モジュールの動作状態が停止準備モードであり
、且つ、前記室外機状態に基づいて前記室外機が停止状態になったと判断した場合、前記
第二モジュールの動作状態を前記室内機と前記室外機との間の通信を停止する待機モード
に切り替える。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る空気調和システム及び制御方法によれば、待機電力を低減することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和システムの機能構成を示す第１の図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る空気調和システムの機能構成を示す第２の図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る第一モジュールの動作状態を説明するための図である
。
【図４】本発明の一実施形態に係る第二モジュールの動作状態を説明するための図である
。
【図５】本発明の一実施形態に係る室内機と室外機とを接続する通信回路を示す図である
。
【図６】本発明の一実施形態に係る空気調和システムの処理フローを示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係るリモートコントローラ、室内機、及び室外機のハード
ウェア構成を示す図である。
【図８】本発明の変形例に係る空気調和システムの処理フローを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の第１の実施形態に係る空気調和システム１００について、図１～図７を
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参照しながら説明する。
【００１６】
（空気調和システムの全体構成）
　図１は、発明の一実施形態に係る空気調和システムの機能構成を示す第１の図である。
　図２は、発明の一実施形態に係る空気調和システムの機能構成を示す第２の図である。
　図１及び図２に示すように、空気調和システム１００は、リモートコントローラ２０と
、室内機３０と、室外機４０とを備えている。
　リモートコントローラ２０は、使用者の操作を受け付けて、操作に応じた操作情報を室
内機３０に送信する。
　室内機３０は、リモートコントローラ２０と赤外線通信等の無線通信技術を用いて通信
可能に接続され、リモートコントローラ２０から送信された操作情報に応じて各種動作を
実行するとともに、室外機４０の動作を制御するための制御情報を出力する。なお、他の
実施形態では、リモートコントローラ２０と室内機３０とは、有線により通信可能に接続
されていてもよい。
　室外機４０は、室内機３０と有線により通信可能に接続され、室内機３０から送信され
た制御情報に応じた各種動作を実行する。
【００１７】
（リモートコントローラの機能構成）
　図１に示すように、リモートコントローラ２０は、操作部２０１と、表示部２０２と、
通信部２０３と、タイマ２０４と、ＣＰＵ２１０とを有している。
【００１８】
　操作部２０１は、使用者からの操作を受け付けるボタン、タッチパネル等の入力装置で
ある。
【００１９】
　表示部２０２は、空気調和システム１の動作状態、室内機３０が設けられた室内の温度
及び湿度等の各種情報を表示する液晶ディスプレイ等の表示装置である。表示部２０２は
、使用者が操作部２０１を介して行った操作、室内機３０及び室外機４０の状態に応じて
、表示内容を逐次更新する。
【００２０】
　通信部２０３は、室内機３０との間で各種情報を送受信する。
【００２１】
　タイマ２０４は、リモートコントローラ２０において各種処理、通信を行ってから経過
した時間を計測する。
【００２２】
　ＣＰＵ２１０は、操作情報送信部２１１と、室内機状態取得部２１２と、第一モード切
替部２１３とを有している。
　操作情報送信部２１１は、使用者が操作部２０１を介して行った操作に基づいて操作情
報を作成し、通信部２０３を介して室内機３０へ送信する。操作情報は、例えば、空気調
和システム１００の起動指示、停止指示等を含む。また、操作情報は、温度、風量、風向
き等の指示が含まれていてもよい。
【００２３】
　室内機状態取得部２１２は、室内機３０の状態（室内機状態）を定期的に取得する。
　具体的には、室内機状態取得部２１２は、所定の取得間隔（例えば１分）ごとに、通信
部２０３を介して室内機３０に室内機状態の送信要求を行い、室内機３０からの応答に含
まれる室内機状態を取得する。
【００２４】
　第一モード切替部２１３は、操作情報送信部２１１が作成した操作情報と、室内機状態
取得部２１２が取得した室内機状態とに基づいて、リモートコントローラ２０と室内機３
０とで構成される第一モジュール１０の動作状態を切り替える。
　図３は、本発明の一実施形態に係る第一モジュールの動作状態を説明するための図であ
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る。
　図３に示すように、第一モジュール１０の動作状態は、「運転モード」と、「停止準備
モード」と、「待機モード」とのうち何れかに設定される。
　「運転モード」は、リモートコントローラ２０と室内機３０との両方が起動された状態
（運転中の状態）を示す。第一モード切替部２１３は、「停止準備モード」又は「待機モ
ード」時に使用者から空気調和システム１００を起動する操作（起動操作）を受け付ける
と、第一モジュール１０の動作状態を「運転モード」に切り替える。
　「停止準備モード」は、室内機３０の動作を停止する処理（停止処理）を実行中の状態
を示す。第一モード切替部２１３は、「運転モード」時に使用者から空気調和システム１
００を停止する操作（停止操作）を受け付けると、第一モジュール１０の動作状態を「停
止準備モード」に切り替える。
　「待機モード」は、室内機３０の停止処理が完了し、リモートコントローラ２０及び室
内機３０の動作が停止されて必要最低限の電力（待機電力）のみ供給されている状態を示
す。第一モード切替部２１３は、「停止準備モード」時に室内機状態取得部２１２が室内
機３０の動作が停止したことを示す室内機状態を取得すると、第一モジュール１０の動作
状態を「待機モード」に切り替える。
　また、本実施形態では、第一モジュール１０の動作状態が「運転モード」又は「停止準
備モード」である場合、リモートコントローラ２０と室内機３０とは常時通信可能な状態
に維持される。一方、第一モジュール１０の動作状態が「待機モード」である場合、リモ
ートコントローラ２０と室内機３０との間の通信は遮断される。
【００２５】
（室内機の機能構成）
　図１及び図２に示すように、室内機３０は、ファン３０１と、ルーバー３０２と、セン
サ３０３と、第一通信部３０４と、第二通信部３０５と、操作受付部３０６と、ＣＰＵ３
１０とを有している。
　ファン３０１は、回転することにより室内機３０が設けられた室内の空気を室内機３０
に取り込むとともに、熱交換器（不図示）により冷却又は加熱された空気を室内へ送り出
す。
　ルーバー３０２は、ファン３０１により室内へ送り出される空気の送出方向を変更する
。
　ファン３０１及びルーバー３０２は、それぞれに接続されたアクチュエータを介して動
作の開始及び停止、動作量が制御される。
【００２６】
　センサ３０３は、室内機３０及び室内機３０が設けられた室内の状態を計測するための
装置であり、室内機３０各部の温度、室内の温度及び湿度等を計測するための少なくとも
一つのセンサを含む。
【００２７】
　第一通信部３０４は、リモートコントローラ２０との間で各種情報を送受信するための
装置である。
【００２８】
　第二通信部３０５は、室外機４０との間で各種情報を送受信するための装置である。
【００２９】
　操作受付部３０６は、室内機３０の本体に設けられ、使用者からの操作を受け付けるボ
タン、タッチパネル等の入力装置である。
　操作受付部３０６は、使用者が操作受付部３０６を介して行った操作に基づいて操作情
報を作成し、ＣＰＵ３１０へ出力する。操作情報は、例えば、空気調和システム１００の
起動指示、停止指示等を含む。
【００３０】
　ＣＰＵ３１０は、操作情報取得部３１１と、運転制御部３１２と、室内機状態送信部３
１３と、室外機状態取得部３１４と、第二モード切替部３１５と、を有している。
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　操作情報取得部３１１は、第一通信部３０４を介してリモートコントローラ２０から受
信した操作情報を取得する。また、操作情報取得部３１１は、使用者が操作受付部３０６
を介して操作を行った場合は、当該操作受付部３０６から操作情報を取得する。
【００３１】
　運転制御部３１２は、操作情報取得部３１１が取得した操作情報に基づいて、室内機３
０及び室外機４０の動作を制御する。
　例えば、運転制御部３１２は、停止指示を含む操作情報を取得した場合、室内機３０の
停止処理を開始するとともに、室外機４０に動作の停止を求める制御情報を送信する。
　また、運転制御部３１２は、起動指示を含む操作情報を取得した場合、使用者が指定し
た設定（冷房又は暖房の設定、温度設定等）を満たすように、室内機３０の各部を動作さ
せるとともに、室外機４０に設定に応じた動作の開始を求める制御情報を送信する。
【００３２】
　室内機状態送信部３１３は、リモートコントローラ２０から室内機状態の送信要求を受
信すると、当該要求に応じた室内機状態を作成して、第一通信部３０４を介してリモート
コントローラ２０に送信する。
　なお、室内機状態送信部３１３は、ファン３０１及びルーバー３０２の動作状態（動作
中又は停止中を示す状態、アクチュエータの動作量等）、及び、センサ３０３が計測した
室内機３０及び室内の状態（温度、湿度等）のうち少なくともいずれかに基づいて室内機
状態を作成する。
【００３３】
　室外機状態取得部３１４は、室外機４０の状態（室外機状態）を定期的に取得する。
　具体的には、室外機状態取得部３１４は、所定の取得間隔（例えば１分）ごとに、第二
通信部３０５を介して室外機４０に室外機状態の送信要求を行い、室外機４０からの応答
に含まれる室外機状態を取得する。
【００３４】
　第二モード切替部３１５は、操作情報取得部３１１が取得した操作情報と、室外機状態
取得部３１４が取得した室外機状態とに基づいて、室内機３０と室外機４０とで構成され
る第二モジュール１１の動作状態を切り替える。
　図４は、本発明の一実施形態に係る第二モジュールの動作状態を説明するための図であ
る。
　図４に示すように、第二モジュール１１の動作状態は、「運転モード」と、「停止準備
モード」と、「待機モード」とのうち何れかに設定される。
　「運転モード」は、室内機３０と室外機４０との両方が起動された状態（運転中の状態
）を示す。第二モード切替部３１５は、「停止準備モード」又は「待機モード」時に操作
情報取得部３１１が起動指示を含む操作情報を取得すると、第二モジュール１１の動作状
態を「運転モード」に切り替える。
　「停止準備モード」は、室外機４０の動作を停止する処理（停止処理）を実行中の状態
を示す。第二モード切替部３１５は、「運転モード」時に停止指示を含む操作情報を操作
情報取得部３１１が取得すると、第二モジュール１１の動作状態を「停止準備モード」に
切り替える。
　「待機モード」は、室外機４０の停止処理が完了し、室外機４０の動作が停止されて必
要最低限の電力（待機電力）のみ供給されている状態を示す。第二モード切替部３１５は
、「停止準備モード」時に室外機状態取得部３１４が室外機４０の動作が停止したことを
示す室外機状態を取得すると、第二モジュール１１の動作状態を「待機モード」に切り替
える。
　また、本実施形態では、第二モジュール１１の動作状態が「運転モード」又は「停止準
備モード」である場合、室内機３０と室外機４０とは常時通信可能な状態に維持される。
一方、第二モジュール１１の動作状態が「待機モード」である場合、室内機３０と室外機
４０との間の通信は遮断される。
【００３５】
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（室外機の機能構成）
　図２に示すように、室外機４０は、ファン４０１と、コンプレッサ４０２と、センサ４
０３と、通信部４０４と、ＣＰＵ４１０とを有している。
　ファン４０１は、回転することにより室外の空気を室外機４０に取り込むとともに、室
内機３０及び室外機４０の熱交換器（不図示）により熱交換された後の空気を室外へ送り
出す。
　コンプレッサ４０２は、冷媒となるガスを圧縮して、高温高圧のガスを生成する。コン
プレッサ４０２により生成された高温高圧のガスは、室内機３０からの制御情報に基づい
て、室外機４０の熱交換器又は室内機３０の熱交換器に送られる。
　ファン４０１及びコンプレッサ４０２は、それぞれに接続されたアクチュエータ及びエ
ンジンを介して動作の開始及び停止、動作量が制御される。
【００３６】
　センサ４０３は、室外機４０及び室外の状態を計測するための装置であり、室外機４０
各部の温度、コンプレッサ４０２のガス圧力、室外の温度及び湿度等を計測するための少
なくとも一つのセンサを含む。
【００３７】
　通信部４０４は、室内機３０との間で各種情報を送受信するための装置である。
【００３８】
　ＣＰＵ４１０は、制御情報取得部４１１と、室外機制御部４１２と、室外機状態送信部
４１３とを有している。
　制御情報取得部４１１は、通信部４０４を介して室内機３０から受信した制御情報を取
得する。
【００３９】
　室外機制御部４１２は、制御情報取得部４１１が取得した制御情報に基づいて、使用者
が指定した設定（冷房運転又は暖房運転の設定、温度設定等）を満たすように、室外機４
０の各部の動作（動作の開始、停止、動作量）を制御する。
【００４０】
　室外機状態送信部４１３は、室内機３０から室外機状態の送信要求を受信すると、当該
要求に応じた室外機状態を作成して、通信部４０４を介して室内機３０に送信する。
　なお、室外機状態送信部４１３は、ファン４０１及びコンプレッサ４０２の動作状態（
動作中又は停止中を示す状態、アクチュエータ及びエンジンの動作量等）、及び、センサ
４０３が計測した室外機４０及び室外の状態（温度、湿度、圧力等）のうち少なくともい
ずれかに基づいて室外機状態を作成する。
【００４１】
　図５は、本発明の一実施形態に係る室内機と室外機とを接続する通信回路を示す図であ
る。
　以下、図５を参照して、室内機３０の第二通信部３０５と、室外機４０の通信部４０４
との間の通信回路について説明する。
　図５に示すように、室内機３０と第二通信部３０５と、室外機４０の通信部４０４とは
、通信線５０を介して通信可能に接続されている。また、通信線５０には、室内機側スイ
ッチ５１ａ、５１ｂと、室外機側スイッチ５３ａ、５３ｂとが直列に接続されており、定
電圧電源５５より電力が供給される。なお、室内機側スイッチ５１ａ、５１ｂ及び室外機
側スイッチ５３ａ、５３ｂは、フォトカプラである。
　また、室内機側スイッチ５１ｂには、室内機側スイッチ５１ｂを導通状態又は非導通状
態に切り替える室内機側トランジスタ５２が接続されている。室外機側スイッチ５３ｂに
は、室外機側スイッチ５３ｂを導通状態又は非導通状態に切り替える室外機側トランジス
タ５４が接続されている。
　室内機側スイッチ５１ａ、５１ｂと、室内機側トランジスタ５２とにより室内機３０の
第二通信部３０５が構成され、室外機側スイッチ５３ａ、５３ｂと、室外機側トランジス
タ５４とにより室外機４０に通信部４０４が構成されている。
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【００４２】
　室内機３０から室外機４０へ制御情報を送信する場合、室内機３０の第二通信部３０５
は、室内機側トランジスタ５２のＯＮ（導通）及びＯＦＦ（非導通）を制御して室内機側
スイッチ５１ｂのＯＮ（導通）及びＯＦＦ（非導通）を切り替える。このとき、室外機側
トランジスタ５４はＯＮ（導通）の状態に維持されている。このように、室内機側スイッ
チ５１ｂのＯＮ及びＯＦＦを切り替えることによりデジタル信号が生成され、当該デジタ
ル信号は、通信線５０を通じて室外機側スイッチ５３ａに伝わり、ＣＰＵ４１０の信号受
信端子Ｒｘ０に入力される。これにより、制御情報は、デジタル信号として室内機３０か
ら室外機４０へ伝達される。
　また、室外機４０から室内機３０へ室外機状態を送信する場合、室内機３０の通信部４
０４は、室外機側トランジスタ５４のＯＮ（導通）及びＯＦＦ（非導通）を制御して室外
機側スイッチ５３ｂのＯＮ（導通）及びＯＦＦ（非導通）を切り替える。このとき、室内
機側トランジスタ５２はＯＮ（導通）の状態に維持されている。このように、室外機側ス
イッチ５３ｂのＯＮ及びＯＦＦを切り替えることによりデジタル信号が生成され、当該デ
ジタル信号は、通信線５０を通じて室内機側スイッチ５１ａに伝わり、ＣＰＵ３１０の信
号受信端子Ｒｘ００に入力される。これにより、制御情報は、デジタル信号として室外機
４０から室内機３０へ伝達される。
【００４３】
　第二モード切替部３１５は、第二モジュール１１の動作状態が「運転モード」又は「停
止準備モード」である場合、第二通信部３０５に室外機４０との通信を許可する指示を行
う。そうすると、第二通信部３０５は、室内機３０側から制御情報の送信をしていない間
は、室外機４０から送信される室外機情報を待ち受けるために、室内機側トランジスタ５
２をＯＮの状態に維持する。このとき、室内機側トランジスタ５２により通信線５０が閉
路されている間、通信線５０には定電圧電源５５からの電力が継続して供給される。
　一方、室内機３０の第二モード切替部３１５は、第二モジュール１１の動作状態が「待
機モード」である場合、第二通信部３０５に室外機４０との通信を停止する指示を行う。
そうすると、第二通信部３０５は、室外機側トランジスタ５４をＯＮの状態に維持したま
ま、室内機側トランジスタ５２をＯＦＦに切り替えて室外機４０との通信を遮断する。こ
のとき、室内機側トランジスタ５２により通信線５０が開路されるので、通信線５０には
定電圧電源５５からの電力が流れなくなる。なお、室外機側トランジスタ５４はＯＮの状
態に維持されているため、室外機４０は室内機３０からの制御情報を常に受け付けること
ができる。
【００４４】
（空気調和システムの処理フロー）
　図６は、本発明の一実施形態に係る空気調和システムの処理フローを示す図である。
　図６に示すように、本実施形態に係る空気調和システム１００は、リモートコントロー
ラ２０と室内機３０とで構成される第一モジュール１０における処理と、室内機３０と室
外機４０とで構成される第二モジュール１１における処理とを、同時に並行して行う。
【００４５】
　まず、第一モジュール１０における処理について、図６を参照して説明する。
　第一モジュール１０の動作状態が「運転モード」である場合、リモートコントローラ２
０の室内機状態取得部２１２は、所定の取得間隔（例えば１分）ごとに室内機３０に室内
機状態の送信要求を行う（ステップＳ１００）。
　室内機３０の室内機状態送信部３１３は、リモートコントローラ２０から室内機状態の
送信要求を受信すると、当該要求に応じた室内機状態を作成してリモートコントローラ２
０に送信する（ステップＳ１０１）。
　リモートコントローラ２０及び室内機３０は、第一モジュール１０の動作状態が「運転
モード」のときは上述のステップＳ１００～Ｓ１０１の処理を繰り返し実行する。
【００４６】
　使用者がリモートコントローラ２０の操作部２０１を介して空気調和システム１００を
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停止する操作（停止操作）を行うと、リモートコントローラ２０の第一モード切替部２１
３は、第一モジュール１０の動作状態を「運転モード」から「停止準備モード」に切り替
える（ステップＳ１０２）。
　また、リモートコントローラ２０の操作情報送信部２１１は、使用者の操作に基づいて
停止指示を含む操作情報を作成して、室内機３０へ送信する（ステップＳ１０３）。
【００４７】
　室内機３０の運転制御部３１２は、操作情報取得部３１１が停止指示を含む操作情報を
取得すると、室内機３０の停止処理を開始する（ステップＳ１０４）。
【００４８】
　室内機３０の停止処理を実行中、リモートコントローラ２０の室内機状態取得部２１２
は、上述のステップＳ１００の処理と同様に、所定の取得間隔ごとに室内機３０に室内機
状態の送信要求を行う処理（ステップＳ１０５）を繰り返し実行する。これにより、リモ
ートコントローラ２０は、「停止準備モード」において室内機３０の停止処理が完了した
か否かを監視する。
　そして、室内機３０の室内機状態送信部３１３は、室内機３０の停止処理を実行中の場
合は室内機３０が動作中であることを示す室内機状態を送信し（ステップＳ１０６）、室
内機３０の停止処理が完了した場合は室内機３０が停止したことを示す室内機状態を送信
する（ステップＳ１０７）。
　なお、室内機３０の室内機状態送信部３１３は、室内機３０の停止処理が完了した場合
、リモートコントローラ２０からの送信要求を受信したか否かに関わらず、室内機３０が
停止したことを示す室内機状態を送信するようにしてもよい。
【００４９】
　第一モード切替部２１３は、室内機状態取得部２１２が取得した室内機状態に基づいて
室内機３０が停止したと判断すると、第一モジュール１０の動作状態を「停止準備モード
」から「待機モード」に切り替える（ステップＳ１０８）。
【００５０】
　また、第一モード切替部２１３は、第一モジュール１０の動作状態を「待機モード」に
切り替えると、リモートコントローラ２０と室内機３０との間の通信を停止する処理を行
う（ステップＳ１０９）。
　具体的には、第一モード切替部２１３は、室内機状態取得部２１２に対し、室内機状態
を取得する処理（送信要求を行う処理）を停止するよう指示する。これにより、室内機状
態取得部２１２は、第一モード切替部２１３から新たな指示を受けるまで、定期的に室内
機状態の送信要求を行う処理を停止する。なお、このとき、室内機３０は、リモートコン
トローラ２０からの操作情報及び室内機状態の送信要求を常に受信可能な状態を維持して
いる。
　更に、第一モード切替部２１３は、リモートコントローラ２０の表示部２０２に対して
表示をオフにするよう指示する。これにより、リモートコントローラ２０は、第一モジュ
ール１０の動作状態が「待機モード」である間、室内機状態を取得するための通信に必要
な電力と、表示部２０２の表示に必要な電力とを低減させることができる。
【００５１】
　次に、第二モジュール１１における処理について、図６を参照して説明する。
　第二モジュール１１の動作状態が「運転モード」である場合、室内機３０の室外機状態
取得部３１４は、所定の取得間隔（例えば１分）ごとに室外機４０に室外機状態の送信要
求を行う（ステップＳ２００）。
　室外機４０の室外機状態送信部４１３は、室内機３０から室外機状態の送信要求を受信
すると、当該要求に応じた室外機状態を作成して室内機３０に送信する（ステップＳ２０
１）。
　室内機３０及び室外機４０は、第二モジュール１１の動作状態が「運転モード」のとき
は上述のステップＳ２００～Ｓ２０１の処理を繰り返し実行する。
【００５２】
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　室内機３０の操作情報取得部３１１がリモートコントローラ２０から停止指示を含む操
作情報を取得すると、室内機３０の第二モード切替部３１５は、第二モジュール１１の動
作状態を「運転モード」から「停止準備モード」に切り替える（ステップＳ２０２）。
　また、室内機３０の運転制御部３１２は、室外機４０に室外機４０に動作の停止を求め
る制御情報を送信する（ステップＳ２０３）。
【００５３】
　室外機４０の室外機制御部４１２は、制御情報取得部４１１が動作の停止を求める制御
情報を受信すると、室外機４０の停止処理を開始する（ステップＳ２０４）。
【００５４】
　室外機４０の停止処理を実行中、室内機３０の室外機状態取得部３１４は、上述のステ
ップＳ１００の処理と同様に、所定の取得間隔ごとに室外機４０に室外機状態の送信要求
を行う処理（ステップＳ２０５）を繰り返し実行する。これにより、室内機３０は、「停
止準備モード」において室外機４０の停止処理が完了したか否かを監視する。
　そして、室外機４０の室外機状態送信部４１３は、室外機４０の停止処理を実行中の場
合は室外機４０が動作中であることを示す室外機状態を送信し（ステップＳ２０６）、室
外機４０の停止処理が完了した場合は室外機４０が停止したことを示す室外機状態を送信
する（ステップＳ２０７）。
　なお、室外機４０の室外機状態送信部４１３は、室外機４０の停止処理が完了した場合
、室内機３０からの送信要求を受信したか否かに関わらず、室外機４０が停止したことを
示す室外機状態を送信するようにしてもよい。
【００５５】
　第二モード切替部３１５は、室外機状態取得部３１４が取得した室外機状態に基づいて
室外機４０が停止したと判断すると、第二モジュール１１の動作状態を「停止準備モード
」から「待機モード」に切り替える（ステップＳ２０８）。
【００５６】
　また、第二モード切替部３１５は、第二モジュール１１の動作状態を「待機モード」に
切り替えると、室内機３０と室外機４０との間の通信を停止する処理を行う（ステップＳ
２０９）。
　具体的には、第二モード切替部３１５は、室外機状態取得部３１４に対し、室外機状態
を取得する処理（送信要求を行う処理）を停止するよう指示する。これにより、室外機状
態取得部３１４は、第二モード切替部３１５から新たな指示を受けるまで、定期的に室外
機状態の送信要求を行う処理を停止する。
　更に、第二モード切替部３１５は、第二通信部３０５に室外機４０との通信を停止する
指示を行う。第二通信部３０５は、当該指示を受けて、室外機側トランジスタ５４をＯＮ
の状態に維持したまま、室内機側トランジスタ５２をＯＦＦに切り替えて室外機４０との
通信を遮断する。これにより、室内機側トランジスタ５２により通信線５０が開路される
ので、通信線５０には定電圧電源５５からの電力が流れなくなる。
【００５７】
（リモートコントローラ、室内機、室外機のハードウェア構成）
　図７は、本発明の一実施形態に係るリモートコントローラ、室内機、及び室外機のハー
ドウェア構成を示す図である。
　以下、図７参照して、本実施形態に係るリモートコントローラ２０、室内機３０、及び
室外機４０のハードウェア構成について説明する。
【００５８】
　コンピュータ９００は、ＣＰＵ９０１、主記憶装置９０２、補助記憶装置９０３、入出
力インタフェース９０４、通信インタフェース９０５を備える。
　上述のリモートコントローラ２０、室内機３０、及び室外機４０は、それぞれ異なるコ
ンピュータ９００に実装される。そして、上述したリモートコントローラ２０、室内機３
０、及び室外機４０の各部の動作は、プログラムの形式でそれぞれのコンピュータ９００
が有する補助記憶装置９０３に記憶されている。ＣＰＵ９０１（ＣＰＵ２１０、ＣＰＵ３
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１０、ＣＰＵ４１０）は、プログラムを補助記憶装置９０３から読み出して主記憶装置９
０２に展開し、当該プログラムに従って上記処理を実行する。また、ＣＰＵ９０１は、プ
ログラムに従って、処理に伴い取得、生成した各種情報を記憶するための記憶領域を主記
憶装置９０２に確保する。また、ＣＰＵ９０１は、プログラムに従って、処理中のデータ
を記憶する記憶領域を補助記憶装置９０３に確保する。
　なお、コンピュータ９００は、入出力インタフェース９０４を介して、外部記憶装置９
１０と接続されており、上記記憶領域は、外部記憶装置９１０に確保されてもよい。また
、コンピュータ９００は、通信インタフェース９０５を介して、外部記憶装置９２０と接
続されており、上記記憶領域は、外部記憶装置９２０に確保されてもよい。
【００５９】
　なお、少なくとも一つの実施形態において、補助記憶装置９０３は、一時的でない有形
の媒体の一例である。一時的でない有形の媒体の他の例としては、入出力インタフェース
９０４を介して接続される磁気ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ、半導体メモリ等が挙げられる。また、このプログラムが通信回線によってコンピュー
タ９００に配信される場合、配信を受けたコンピュータ９００が当該プログラムを主記憶
装置９０２に展開し、上記処理を実行しても良い。
【００６０】
　また、当該プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。
さらに、当該プログラムは、前述した機能を補助記憶装置９０３に既に記憶されている他
のプログラムとの組み合わせで実現するもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）
であっても良い。
【００６１】
（作用効果）
　以上のように、本実施形態に係る空気調和システム１００は、室内機３０と、室内機３
０と通信可能に接続されるリモートコントローラ２０とを備える。
　リモートコントローラ２０は、使用者の操作に基づいて、室内機３０の起動指示及び停
止指示を含む操作情報を室内機３０へ送信する操作情報送信部２１１と、室内機状態を定
期的に取得する室内機状態取得部２１２と、操作情報と室内機状態とに基づいて、室内機
３０とリモートコントローラ２０とで構成される第一モジュール１０の動作状態を切り替
える第一モード切替部２１３と、を有する。
　第一モード切替部２１３は、操作情報送信部２１１が停止指示を含む操作情報を室内機
３０に送信した場合、第一モジュール１０の動作状態を室内機の停止処理を実行する「停
止準備モード」に切り替える。また、第一モード切替部２１３は、第一モジュール１０の
動作状態が「停止準備モード」であり、且つ、室内機状態に基づいて室内機３０が停止状
態になったと判断した場合、第一モジュール１０の動作状態を室内機３０とリモートコン
トローラ２０との間の通信を停止する「待機モード」に切り替える。
　従来の空気調和システムでは、停止操作を受けて空気調和システムが停止状態となって
いる間も、室内機状態の監視を行うため、また、常に操作情報を送受信できるようにする
ため、リモートコントローラと室内機とを通信可能な状態に維持するための電力（待機電
力）が消費されていた。
　しかしながら、本実施形態に係る空気調和システム１００では、リモートコントローラ
２０の第一モード切替部２１３は、使用者の停止操作を受けて室内機３０が停止状態とな
った場合は、リモートコントローラ２０と室内機３０との間の通信を停止させる。このよ
うにすることで、「待機モード」中はリモートコントローラ２０と室内機３０とを通信可
能な状態に維持するための電力を低減させることができる。
　更に、第一モード切替部２１３は、第一モジュール１０の動作状態が「待機モード」の
場合、リモートコントローラ２０の表示部２０２に対して表示をオフにするよう指示する
。この結果、リモートコントローラ２０は、表示部２０２の表示に必要な電力を低減させ
ることができる。
　これにより、空気調和システム１００全体の待機電力を低減させることが可能となる。
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【００６２】
　また、室内機状態取得部２１２は、第一モジュール１０の動作状態が「待機モード」で
ある場合、室内機状態の取得を停止する。
　このようにすることで、室内機状態取得部２１２は、第一モード切替部２１３から新た
な指示を受けるまで、定期的に室内機状態の送信要求を行う処理を停止する。
　これにより、リモートコントローラ２０は、第一モジュール１０の動作状態が「待機モ
ード」である間、室内機状態を取得するための通信に必要な電力を低減させることができ
る。
【００６３】
　また、空気調和システム１００は、室内機３０と通信可能に接続される室外機４０を更
に備える。
　室内機３０は、操作情報を取得する操作情報取得部３１１と、室外機状態を定期的に取
得する室外機状態取得部３１４と、操作情報と室外機状態とに基づいて、室内機３０と室
外機４０とで構成される第二モジュール１１の動作状態を切り替える第二モード切替部３
１５と、を有する。
　第二モード切替部３１５は、操作情報取得部３１１が停止指示を含む操作情報を取得し
た場合、第二モジュール１１の動作状態を室外機４０の停止処理を実行する「停止準備モ
ード」に切り替える。また、第二モード切替部３１５は、第二モジュール１１の動作状態
が「停止準備モード」であり、且つ、室外機状態に基づいて室外機４０が停止状態になっ
たと判断した場合、第二モジュール１１の動作状態を室内機３０と室外機４０との間の通
信を停止する「待機モード」に切り替える。
　このようにすることで、空気調和システム１００は、第二モジュール１１の動作状態が
「待機モード」である場合は、室内機３０と室外機４０とを通信可能な状態に維持するた
めの電力を更に低減させることができる。
　これにより、空気調和システム１００全体の待機電力を低減させることが可能である。
【００６４】
　また、本実施形態に係る空気調和システム１００は、リモートコントローラ２０と室内
機３０とで構成される第一モジュール１０の動作状態を切り替える処理と、室内機３０と
室外機４０とで構成される第二モジュール１１の動作状態を切り替える処理とを、並行し
て別々に行う。
　このようにすることで、室内機３０及び室外機４０の一方が停止処理を完了した後、他
方が停止処理を継続する状態が長時間続く場合であっても、室内機３０が先に停止処理を
完了した場合は第一モジュール１０の動作状態のみを「待機モード」に切り替え、室外機
４０が先に停止処理を完了した場合は第二モジュール１１の動作状態のみを「待機モード
」に切り替えることができる。
　このため、室内機３０及び室外機４０の両方の停止処理が完了することを待つことなく
、「待機モード」に切り替えられたモジュールの電力を先行して低減させることができる
。
【００６５】
　また、室外機状態取得部３１４は、第二モジュール１１の動作状態が「待機モード」で
ある場合、室外機状態の取得を停止する。
　このようにすることで、室外機状態取得部３１４は、第二モード切替部３１５から新た
な指示を受けるまで、定期的に室外機状態の送信要求を行う処理を停止する。
　これにより、室内機３０は、第二モジュール１１の動作状態が「待機モード」である間
、室外機状態を取得するための通信に必要な電力を低減させることができる。
【００６６】
　また、本実施形態に係る空気調和システム１００は、室内機３０と、室内機３０と通信
線５０を介して通信可能に接続される室外機４０とを備える。
　通信線５０には、室内機側スイッチ５１ｂと、室外機側スイッチ５３ｂとが直列に接続
される。
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　室内機３０は、使用者の操作に基づいて入力された、室内機３０の起動指示及び停止指
示を含む操作情報を取得する操作情報取得部３１１と、室外機状態を定期的に取得する室
外機状態取得部３１４と、操作情報と室外機状態とに基づいて、室内機側スイッチ５１ｂ
及び室外機側スイッチ５３ｂの導通状態を切り替える第二モード切替部３１５とを有する
。
　第二モード切替部３１５は、操作情報取得部３１１が停止指示を含む操作情報を取得し
、且つ、室外機状態に基づいて室外機４０が停止状態であると判断した場合、室外機側ス
イッチ５３ｂの導通状態を維持するとともに、室内機側スイッチ５１ｂを非導通状態に切
り替える。
　従来の空気調和システムでは、停止操作を受けて空気調和システムが停止状態となって
いる間も、室外機状態の監視を行うため、また、常に制御情報を送受信できるようにする
ため、室内機と室外機とを接続する通信線は、常時導通状態が維持されていた。即ち、空
気調和システムが停止中であっても、通信線には常時電力が供給され、待機電力を増加さ
せる一因となっていた。
　しかしながら、本実施形態に係る空気調和システム１００では、室内機３０の第二モー
ド切替部３１５は、使用者の停止操作を受けて室外機４０が停止状態となった場合は、室
外機側スイッチ５３ｂの導通状態を維持したまま、室内機側スイッチ５１ｂを非導通状態
に切り替える。このようにすることで、「待機モード」中は通信線５０が開路されるので
、通信線５０には電力が流れなくなる分、待機電力を低減させることができる。
　また、第二モード切替部３１５が室内機側スイッチ５１ｂを導通状態又は非導通状態に
切り替えるのみで、室内機３０及び室外機４０の通信の許可及び停止を容易に切り替える
ことが可能である。
【００６７】
（変形例）
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明の技術的思想を逸脱しない
限り、これらに限定されることはなく、多少の設計変更等も可能である。
　図８は、本発明の変形例に係る空気調和システムの処理フローを示す図である。
　例えば、上述の実施形態において、第一モジュール１０の動作状態が「待機モード」で
ある場合、リモートコントローラ２０の室内機状態取得部２１２は、室内機状態を所定の
取得間隔（例えば１分）ごとに取得する処理を停止する態様について説明した。しかしな
がら、使用者がリモートコントローラ２０を操作せず、室内機３０の操作受付部３０６よ
り起動操作を行った場合、当該起動操作を受けて室内機３０及び室外機４０は起動するが
、リモートコントローラ２０は室内機３０が起動したことを知ることができない。
　このため、本変形例では、以下のような処理を行うことにより、リモートコントローラ
２０が室内機３０の状態を認識できるようにしている。
【００６８】
　図８に示すように、本変形例に係る、リモートコントローラ２０の室内機状態取得部２
１２は、第一モジュール１０の動作状態が「待機モード」である場合、所定の確認間隔ｔ
が経過すると、室内機３０に室内機状態の送信要求を行う（ステップＳ１１０）。なお、
所定の確認間隔ｔは、「運転モード」及び「停止準備モード」における取得間隔（１分）
よりも長い時間（例えば１時間）が設定される。
　このとき、室内機３０は、リモートコントローラ２０からの操作情報及び室内機状態の
送信要求を常に受信可能な状態を維持している。このため、室内機３０の室内機状態送信
部３１３は、リモートコントローラ２０の送信要求を受けて、室内機状態を送信する（ス
テップＳ１１１）。なお、図８の例では、この時点では、使用者による起動操作は受け付
けられておらず、室内機３０も停止状態を維持している。このため、ステップＳ１１１に
おいては、室内機状態送信部３１３は、室内機３０が停止状態であることを示す室内機状
態を送信する。
【００６９】
　また、使用者が室内機３０の操作受付部３０６を介して起動操作を行ったとする。この
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場合、室内機３０の第二モード切替部３１５は、第二モジュール１１の動作状態を「運転
モード」に切り替える（ステップＳ２１０）。
　そして、室内機３０の運転制御部３１２は、室内機３０の各部を動作させる処理（ステ
ップＳ２１１）を行うとともに、室外機４０に動作の開始を求める制御情報を送信する（
ステップＳ２１２）。
　室外機４０の制御情報取得部４１１が動作の開始を求める制御情報を取得すると、室外
機制御部４１２は、制御情報に基づいて室外機４０の各部の動作を制御（開始）する（ス
テップＳ２１３）。
　なお、室内機３０及び室外機４０は、第二モジュール１１の動作状態を「運転モード」
に切り替えられると、所定の取得間隔（例えば１分）ごとに室外機状態の送信要求（ステ
ップＳ２１４）と、室外機状態の送信（ステップＳ２１５）を繰り返し実行する。当該動
作は上述の実施形態と同様である。
【００７０】
　室内機３０及び室外機４０が起動した後も、第一モジュール１０の動作状態が「待機モ
ード」のまま維持されており、リモートコントローラ２０は室内機３０が動作中となった
ことを認識していない。
　しかしながら、本変形例に係るリモートコントローラ２０の室内機状態取得部２１２は
、所定の確認間隔ｔが更に経過すると、室内機３０に室内機状態の送信要求を再度行う（
ステップＳ１１２）。
　室内機３０の室内機状態送信部３１３は、リモートコントローラ２０の送信要求を受け
て、室内機状態を送信する（ステップＳ１１３）。なお、図８の例では、この時点では室
内機３０は既に動作中の状態となっている。このため、ステップＳ１１３においては、室
内機状態送信部３１３は、室内機３０が動作中であることを示す室内機状態を送信する。
【００７１】
　リモートコントローラ２０の第一モード切替部２１３は、室内機状態取得部２１２が室
内機３０が動作中であることを示す室内機状態を取得すると、第一モジュール１０の動作
状態を「待機モード」から「運転モード」に切り替える（ステップＳ１１４）。
　これにより、リモートコントローラ２０の第一モード切替部２１３は、使用者が室内機
３０の操作受付部３０６を介して操作を行った場合であっても、第一モジュール１０の動
作状態と第二モジュール１１との整合させることができる。
【符号の説明】
【００７２】
１　空気調和システム
１０　第一モジュール
１１　第二モジュール
２０　リモートコントローラ
３０　室内機
４０　室外機
５０　通信線
５１ａ　室内機側スイッチ
５１ｂ　室内機側スイッチ
５２　室内機側トランジスタ
５３ａ　室外機側スイッチ
５３ｂ　室外機側スイッチ
５４　室外機側トランジスタ
５５　定電圧電源
１００　空気調和システム
２０１　操作部
２０２　表示部
２０３　通信部
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２０４　タイマ
２１１　操作情報送信部
２１２　室内機状態取得部
２１３　第一モード切替部
３０１　ファン
３０２　ルーバー
３０３　センサ
３０４　第一通信部
３０５　第二通信部
３０６　操作受付部
３１１　操作情報取得部
３１２　運転制御部
３１３　室内機状態送信部
３１４　室外機状態取得部
３１５　第二モード切替部
４０１　ファン
４０２　コンプレッサ
４０３　センサ
４０４　通信部
４１１　制御情報取得部
４１２　室外機制御部
４１３　室外機状態送信部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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